
 

 

 

和木町 

学校施設長寿命化計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和 3 年 3 月 

和木町 



 

 

 



 

 

目次 
 

第 1章 学校施設長寿命化計画の背景・目的等 ..................................... 1 

第 1節 背景・目的 ..................................................................1 

第 2節 計画の位置づけ ..............................................................2 

第 3節 計画期間 ....................................................................2 

第 4節 対象施設 ....................................................................3 

第 2章 学校施設の実態 ........................................................ 4 

第 1節 学校施設の配置図 ............................................................4 

第 2節 学校施設の現状 ..............................................................5 

第 3節 施設関連経費の把握 ..........................................................6 

第 4節 児童生徒数の推移 ............................................................9 

第 3章 学校施設の評価 ....................................................... 11 

第 1節 構造躯体の健全性の調査・評価 ...............................................11 

第 2節 構造躯体以外の健全性の調査・評価 ...........................................13 

第 3節 施設情報と評価まとめ .......................................................16 

第 4節 評価結果（目視等による部位別劣化評価） .....................................17 

第 5節 老朽化状況の総評 ...........................................................25 

第 4章 学校施設の課題のまとめと基本方針 ..................................... 26 

第 1節 学校施設の課題 .............................................................26 

第 2節 施設に関する基本方針 .......................................................27 

第 3節 学校施設のめざすべき姿 .....................................................28 

第 5章 学校施設整備の目標 ................................................... 29 

第 1節 学校施設の目標耐用年数の設定 ...............................................29 

第 2節 維持管理の点検・手法等 .....................................................32 

第 6章 長寿命化によるコスト試算の比較と検証 ................................. 33 

第 1節 従来型の更新費用試算（パターン①） .........................................33 

第 2節 長寿命化型の更新費用試算（パターン②） .....................................35 

第 3節 更新費用推計結果まとめ .....................................................37 

 



 

 

 

 

 

第 7章 長寿命化改修の実施計画 ............................................... 38 

第 1節 実施計画の基本的な考え方 ...................................................38 

第 2節 長寿命化改修の効果 .........................................................39 

第 3節 長寿命化改修等の整備水準 ...................................................40 

第 4節 第 1期実施計画 .............................................................42 

第 8章 長寿命化計画の継続的運用方針 ......................................... 43 

第 1節 施設情報の管理と活用 .......................................................43 

第 2節 推進体制等の整備 ...........................................................43 

第 3節 フォローアップ .............................................................43 

 

 

 

 

 



第 1章 学校施設長寿命化計画の背景・目的       

1 

 

第 1 章 学校施設長寿命化計画の背景・目的等 
 

 

本町は、小学校、中学校ともに 1 校ずつ設置されており、平成 31 年 2 月に認定こど

も園も完成しました。 

これらの学校施設は、中学校が平成 21年度、小学校が平成 24年度に、それぞれ校舎

建替えによる耐震化を行っております。本町においては児童生徒数がおおよそ横ばいで

推移しているため、現状の施設規模を維持することを念頭に、文部科学省から公表され

た｢学校施設の長寿命化計画策定に係る手引｣に基づき、計画的な維持管理に向けた中長

期計画の策定・実施を行います。 

具体的には、「第 5次和木町総合計画」（平成 28年度）、「第 2次和木町教育振興基

本計画」（同年）、及び「和木町公共施設等総合管理計画」（同年）を考慮し、学校施

設について長寿命化できるものは長寿命化し、適正に改修をするとともに、教育環境の

品質改善も考慮しながら、それに要するコストの縮減と平準化を図ることを目的として

和木町学校施設長寿命化計画（以下「本計画」という）を策定いたしました。 
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本計画は、平成 28年度に策定した「和木町公共施設等総合管理計画」に基づく学校施

設の個別施設計画として位置づけられます。長期的な視点をもって、建替え、長寿命化

等を計画的に行う指針を示すものとして位置づけるものです。学校施設の総量最適化

や、維持管理費用や更新費用等を踏まえたライフサイクルコストの縮減、財政負担の軽

減・平準化につなげることを目的としています。 

 

図表 1.計画の位置づけ  

 

 

【参考】平成 28年度策定 和木町公共施設等総合管理計画 

 

 

本計画の計画期間は、令和 3年度から令和 42年度までの 40年間を整備計画期間とし

ます。うち、具体的な中長期実施計画は 10年間とします。ただし、社会情勢の変化や事

業の進捗状況等に応じて、5年ごとに計画の見直しを行うことを基本とします。 
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本計画における対象施設は、令和 2 年 3 月 31 日時点で本町が保有する学校施設のう

ち、200㎡以上の建物＊1を対象としています。 

 

図表 2.対象施設  

 
 

施設名  住所  建物名  
延床面積

(㎡ ) 

認
定
こ
ど
も
園 

和木こども園  玖珂郡和木町和木 2-4-1 園舎  3,495 

小
学
校 

和木小学校  玖珂郡和木町和木 1-13-1 校舎  7,940 

中
学
校 

和木中学校  玖珂郡和木町和木 2-5-2 

校舎  5,087 

特別教室  821 

体育館  2,009 
 

 

   

和木こども園  和木小学校  和木中学校  

 

＊1)建物とは、和木町公共施設等総合管理計画の「建物系公共施設」のことです。 
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第 2 章 学校施設の実態 
 

 

対象施設の 3施設は、本町北部にまとまって設置されており、役場にも近いため利便性

が高く通学しやすい位置にあります。 

 

図表 3. 学校施設配置図   
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本町は、こども園 1園、小学校 1校、中学校 1校が設置されており、園舎・校舎等の

主な建物が 5 棟、それらの総延床面積は 19,352 ㎡となっています。（令和 2 年 3 月 31

日時点） 

築年別の整備状況は図表 4 に示す通りです。延床面積をみると、築 50 年以上の施設

は全体の約 10％（2,009㎡）、築 30年以上の施設は全体の約 15％＊2（2,830㎡）となっ

ています。8割以上の施設が築 30年未満で、これから定期的な保全を行うことで長期間

利用することが可能と考えられます。 

 

図表 4.築年別整備状況  

 

＊2）図表は、小数点以下を四捨五入しているため一致しません。 
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①財政状況 

歳入において、自主財源の根幹である町税収入は、概ね横ばいで推移しています。 

歳出に目を向けると、いわゆる義務的経費と言われる人件費、扶助費、公債費も概ね横

ばいで推移しています。平成 30年度にグラフが大きくのびているのは、公営住宅、分館、

こども園の建設事業があったことと、その財源として地方債を前年度の倍近く発行したこ

とによるものです。 

 

図表 5.歳入の推移と内訳  

■歳入の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■歳入の内訳                             （単位：千円） 

  平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  平成 30 年度  令和元年度  

町税  1,445,862 1,382,369 1,399,132 1,513,542 1,502,737 

分担金及び負担金  5,926 6,852 9,129 9,862 9,601 

地方交付税  610,565 620,049 633,245 564,567 536,528 

地方譲与税  27,682 28,279 27,427 33,910 31,480 

国庫支出金  644,136 664,745 551,720 861,186 541,429 

県支出金  214,147 211,255 203,271 209,069 201,489 

地方債  327,500 437,300 580,700 1,134,300 196,600 

その他  1,453,059 1,221,765 1,006,318 1,629,227 1,014,736 

合計  4,728,877 4,572,614 4,410,942 5,955,663 4,034,600 

【引用】各年度の決算統計 

 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

町税 分担金及び負担金 地方交付税 地方譲与税 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

[千円]
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図表 6.歳出の推移と内訳  

■歳出の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■歳出の内訳                             （単位：千円） 

  平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  平成 30 年度  令和元年度  

人件費  621,909 605,043 607,051 634,531 640,270 

扶助費  362,250 387,407 367,612 352,405 368,097 

公債費  382,515 393,065 424,459 395,664 403,406 

投資的経費  769,174 796,478 770,184 2,243,235 380,697 

物件費  845,418 797,004 754,245 769,058 766,502 

維持補修費  35,762 32,862 22,771 21,784 19,633 

補助費等  362,777 349,155 379,322 372,598 355,710 

繰出金  311,346 345,741 299,339 286,030 311,702 

貸付金 _積立金  847,634 702,458 621,109 723,002 617,764 

合計  4,538,785 4,409,213 4,246,092 5,798,307 3,863,781 

【引用】各年度の決算統計 

  

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 物件費 維持補修費 補助費等 繰出金 貸付金_積立金

[千円]
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②施設関連経費 

過去 5年間の学校施設における建設費用及び維持修繕費用を合計した施設関連経費は、

約 12億円で、5年間の平均は約 2.5億円となります。 

今後、学校施設整備に充てられる費用は、町全体の予算調整を行う中で決定していくこ

とになりますが、平均額 2.5億円を財政制約ラインとして設定します。 

 

図表 7.施設関連経費の推移と内訳  

■施設関連経費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設関連経費の内訳 （単位：千円）  

 
平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  平成 30 年度  令和元年度  

和木こども園  0 0 104,119 1,006,391 56,069 

和木小学校  4,339 29,457 0 255 76 

和木中学校  10,494 26,923 116 0 0 

合計  14,833 56,380 104,235 1,006,646 56,145 
 

【引用】各年度の決算書 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

和木こども園 和木小学校 和木中学校

施設関連経費平均額

2.5億円/年

[千円]
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①児童・生徒数の推移 

和木こども園は、令和元年度より開園し令和 2 年 5 月 1 日時点で 239 人となっていま

す。 

和木小学校は、令和 2年 5月 1日時点で 418人となっており、10年前と比べほぼ横ばい

となっています。 

和木中学校は、令和 2年 5月 1日時点で 192人となっており、10年前と比べほぼ横ばい

となっています。 

 

図表 8.園児・生徒数の推移  

■園児・生徒数の内訳  （単位：人）  

 平 成 2 3  平 成 2 4  平 成 2 5  平 成 2 6  平 成 2 7  平 成 2 8  平 成 2 9  平 成 3 0  令 和 元  令 和 2  

和木  

こども園  
- - - - - - - - 255 239 

和木小学校  418 422 399 390 380 429 424 429 418 418 

和木中学校  197 184 196 195 198 173 181 183 197 192 

合計  615 606 595 585 578 602 605 612 870 849 
 

■園児・生徒数の推移 

 

■学校別園児・生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】和木町教育年報 
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②学級数 

和木こども園は、令和 2 年 5 月 1 日時点で 1 号認定者（3～5 歳、認定こども園及び幼

稚園）・2 号認定者（3～5 歳、認定こども園及び保育所）・3 号認定者（3 歳未満の認定

こども園及び保育所＋地域型保育）の学級数合わせて 15クラスとなっています。 

和木小学校は、令和 2 年 5月 1日時点で 19クラスとなっています。また、10年前と比

べ増加しています。 

和木中学校は、令和 2 年 5 月 1 日時点で 8 クラスとなっています。また、10 年前と比

べほぼ横ばいとなっています。 

 

図表 9.学級数の推移  

■学級数の内訳    （単位：クラス）  

 平 成 2 3  平 成 2 4  平 成 2 5  平 成 2 6  平 成 2 7  平 成 2 8  平 成 2 9  平 成 3 0  令 和 元  令 和 2  

和木  

こども園  
- - - - - - - - 15 15 

和木小学校  15 16 15 14 16 18 18 19 18 19 

和木中学校  7 8 8 8 9 8 8 8 8 8 

合計  22 24 23 22 25 26 26 27 41 42 
 

■学級数の推移 

 

■学校別学級数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】和木町教育年報 
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第 3 章 学校施設の評価 
 

近年、学校施設では老朽化した校舎及び体育館の改修に取り組んできました。建築年

度がもっとも古い和木中学校の体育館についても耐震補強工事が平成 21 年度に完了し

ました。 

このため、本町で管理・保有している学校施設については、安全に長期間にわたって

使っていける体制が整ったと言えます。 

今後は躯体の点検や部材の修繕等を定期的に行い、老朽化が進行する前に対処して、

建物を長期間使用することを目標としていきます。 

 

 

建物は、構造躯体の健全性が確保されて初めて長期間使用することができますが、施

工方法やその後の使用状況、また立地環境により使用できる年数が異なります。 

このため長寿命化の可否を判断するためには、建物ごとに構造躯体の健全性を評価す

る必要があります。長寿命化の可否のフロー図は図表 10に示すとおりです。 

調査は専門知識を有する技術者が現地調査や材料試験を行った上で実施しました。 
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図表 10.長寿命化の判定フロー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 
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①調査内容 

建物の 5つの部位（屋根・屋上、外壁、内部仕上げ、電気設備、機械設備）の劣化状

況や改修時期について、調査及び評価を行い、評価結果をもとに学校施設の課題を整理

します。 

 

図表 11.調査内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書  
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②評価方法 

屋根・屋上、外壁は目視状況により、また、内部仕上げ、電気設備、機械設備は部位

の全面的な改修年からの経過年数を基本に劣化状況調査票を用いて、4 段階（ABCD）で

評価します。 

 

図表 12.評価基準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 

③健全度判定 

劣化状況調査により 4 段階（ABCD）で評価後、図表 13 の計算式を用いて 100 点満点

で数値化します。 

 

図表 13.健全度判定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 
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図表 14.劣化状況調査票記入例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 
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図表 15.施設情報と評価まとめ  

施設名  建物名  構造  
階

数  

延床  

面積  

(㎡ ) 

建築  

年度  

築  

年数  

（年）  

劣化状況  

屋
根
・
屋
上 

外
壁 

内
部
仕
上
げ 

電
気
設
備 

機
械
設
備 

健
全
度 

和
木
こ
ど
も
園 

園舎  
鉄筋コン

クリート  
2 3,495 

平成

30 
1 A A A A A 100 

和
木
小
学
校 

校舎  
鉄筋コン

クリート  

3 

 

7,940  

  

平成  

24 

 

7 

 
B B B B B 75 

和
木
中
学
校 

校舎  
鉄筋コン

クリート  
3 5,087 

平成  

21 
10 B B B B B 75 

特別  

教室  

鉄筋コン

クリート  
4 821 

昭和  

59 
35 C C C C C 40 

体育館  
鉄筋コン

クリート  
2 2,009 

昭和  

38 
56 C C C C C 40 

※  は築 30年以上、  は築 50年以上経過している建物（令和 2年 3月 31日時点） 
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和木小学校 外部劣化状況写真 抜粋 
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和木小学校 内部劣化状況写真 抜粋 
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和木中学校 校舎 外部劣化状況写真 抜粋 
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和木中学校 校舎 内部劣化状況写真 抜粋 
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和木中学校 特別教室 外部劣化状況写真 抜粋 
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和木中学校 特別教室 内部劣化状況写真 抜粋 
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和木中学校 体育館 外部劣化状況写真 抜粋 
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和木中学校 体育館 内部劣化状況写真 抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他劣化状況写真については、別添資料とする。 

（別添資料：劣化状況写真） 
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構造躯体の健全性および構造躯体以外の劣化状況の調査結果を踏まえ、調査を行った

校舎および屋内運動場（体育館）の老朽化状況について総評を次に示します。 

 

構造躯体の評価 

図表 10 の長寿命化の判定フローに従って、長寿命化可能と判定しています。適切な施

設マネジメントのもと、長寿命化等を図りながら継続的に維持管理を行う必要がありま

す。 

 

構造躯体以外の評価 

構造躯体以外（屋根・屋上、外壁、内部仕上げ、電気設備・機械設備）の劣化状況につ

いては、築年数が 30年未満の施設は「B 評価（部分的に劣化）」以上で、緊急的な改修

を必要としない状況でした。 

しかし、築年数が 30年以上の施設は屋根・屋上や外壁に「C 評価（広範囲に劣化）」が

見られる箇所があります。特別教室棟は築 35年、体育館は築 56年が経過していること

から、屋根・屋上、外壁等の各部位の全面的な改修を実施する必要があると考えられま

す。 

 

総評 

今後も長寿命化等を行いながら、適切な施設マネジメントのもと、維持管理を行う必要

があります。 

構造躯体以外については、一部の学校施設で C評価があるため、今後も随時劣化状況を

把握し、計画的に改修を行うことが必要です。 
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第 4 章 学校施設の課題のまとめと基本方針 
 

これまでの調査、評価結果を踏まえて、学校施設の課題を整理します。また、公共施

設等総合管理計画において策定した方針をベースに「学校施設のめざすべき姿」を定め

ます。 

 

 

安心・安全・防災面 

■安心・安全面での課題 

旧耐震基準で建築されていた和木中学校の体育館に対して耐震補強工事を行い、すべ

ての施設で耐震性能が新耐震基準に対応することになりました。 

他方、体育館自体は築 56年、同中学校の特別教室棟も築 35年になり、劣化状況写真

からも老朽化が進んでいる箇所も見受けられます。今後、躯体そのものの老朽化の度

合いに注意しつつ、維持管理を行っていきます。 

 

■防災面での課題 

学校施設は 3か所すべてが避難所として指定されており、災害が発生すると予想され

る時には命を守るための拠点となります。しかし、いずれも浸水想定が最大で 3.0ｍ

と予想される地域にあるため、災害の規模によっては垂直避難が必要となります。 

 

学習面 

■学習面での課題 

本町は、こども園、小学校、中学校それぞれ 1校を保有、運営しており、資源の集中

を行いやすい環境であると言えます。平成 22 年度には中学校の校舎を、教科専用の

教室を備えた教科教室型に新築。平成 24 年度には ICT 設備や体育館を校舎内に備え

た小学校校舎を新築して、学力向上や学ぶ意欲の向上に大きな役割を果たしていま

す。 

一方で、安心・安全・防災面でも取り上げた通り、3 校すべてが浸水想定地域に位置

しているため、津波や洪水によって被災した後、いかに素早く復旧させ、教育環境を

児童生徒に提供できるようにするかが課題と言えます。 
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公共施設等の維持管理方針 

■目標 1：点検・診断等の実施 

点検・診断等の履歴を集積・蓄積し、総合管理計画の見直しに反映し充実を図るとと

もに、維持管理・修繕・更新を含む老朽化対策等に活かしていきます。 
 

■目標 2：維持管理・修繕・更新等の実施 

維持管理・修繕・更新等の方針にあたっては、予防保全型維持管理の考え方を取り入

れ、トータルコストの縮減・平準化を目指し、必要な施設のみ更新するなどの項目を

記載します。なお、更新等の方針については、統合や廃止の推進方針との整合性や公

共施設等の供用を廃止する場合の考え方について留意します。 

また、維持管理・修繕・更新等の履歴を集積・蓄積し、総合管理計画の見直しに反映

し充実を図るとともに、老朽化対策等に活かしていきます。 
 

■目標 3：安全確保の実施 

公共施設における安全確保については、利用者の安全を確保し、資産や情報の保全の

観点から、「耐用性」と「安全性」とに大きく分類し、万一の事故・事件・災害に遭

遇したときに、損害を最小限にとどめ俊敏に復旧を行っていきます。 
 

■目標 4：耐震化の実施 

本町では、一部の既存建築物について耐震診断を行っています。耐震改修と耐震補強

の状況、及び主要な建築物の耐震改修対象建築物について、必要に応じて明確にして

いきます。 
 

■目標 5：長寿命化の実施 

診断と改善に重点を置いた総合的かつ計画的な管理に基づいた予防保全によって、公

共施設等の長期使用を図っていきます。 

本町の公共施設では、建替周期は大規模改修工事を経て 60 年とし、その時点で診断

を行い、更に使用が可能であれば長寿命改修工事を行って 80 年まで長期使用しコス

トを削減することも検討していきます。 
 

■目標 6：統合や廃止の推進 

危険性の高い施設や老朽化等により供用廃止（用途廃止、施設廃止）を必要とする施

設を見出します。 

公共施設等の統合や廃止では、住民サービスの水準低下が伴うことが予想されます。

それを最小限にするために、種々の施策について住民合意の可能性を検討していく必

要がでてきます。 

【引用】平成 28年度 和木町公共施設等総合管理計画  
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これまでは、校舎など建物を中心に耐震化を最優先課題に位置付けて取り組んできま

したが、今後は学校施設の長寿命化に向けて、老朽化対策や時代のニーズに対応した施

設整備を進めていきます。 

 

安心・安全な教育環境の整備・充実 

■防災 

学校施設は災害時の避難場所として機能します。 

そのため、台風・地震などの災害に強く、防災機能を備えた学校施設を目指します。 

■点検・整備 

校舎や体育館の点検・整備の充実を図り、学校生活における事故防止を図ります。 

 

学習・生活面の教育環境の整備・充実 

■生涯学習施設の整備・充実 

将来を担う児童生徒の人材育成及び学力・情報活用能力等の向上を図るため、ICT 機

器を設備することで、児童生徒の興味関心を引き出し、学ぶ意欲を高める授業環境を

整えます。 

■教育環境の整備 

児童生徒の健康を守るための冷暖房施設の完備のほか、学習能率向上に寄与する快適

な学習環境を整えます。 
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第 5 章 学校施設整備の目標 
 

 

①目標耐用年数の設定 

鉄筋コンクリート造は、従来の維持管理では、老朽化の進行に伴い、建築後およそ 40

年程度で建替えが行われてきましたが、適切な維持管理がなされコンクリートおよび鉄

筋の強度が確保されている場合は、100年以上使用することも可能です。 

本計画では、「建築物の耐久計画に関する考え方（日本建築学会）」を参考に、目標

使用年数を 80年と設定し、大規模改造の周期を 20年、60年、長寿命化改修の周期を 40

年とします。 

木造・ブロック造の場合は長寿命化改修を行わず、通常の維持補修を実施しながら、

50年程度使用します。安全で安心して利用できる公共施設等を継続的に使用するため、

計画的に点検や改修等行い長寿命化対策を進めていく必要があります。 

 

図表 16.目標使用年数  

鉄筋コンクリート造  鉄骨造  木造・ブロック造  

80 年  80 年  50 年  
 

 

図表 17.長寿命化の場合の改修周期  

構造  
大規模改造  

の周期  
長寿命化改修  

の周期  
建替え  
の周期  

鉄筋コンクリート造  20 年 /60 年  40 年  80 年  

鉄骨造  20 年 /60 年  40 年  80 年  

木造・ブロック造  20 年  ※行わない  40 年  
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図表 18.従来の維持管理から長寿命化への転換イメージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用】学校施設の長寿命化計画策定の手引と解説 
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②学校施設ごとの分類 

建替え周期 80 年を目標とし、学校施設を適切な時期に建替えを行えるように築年数

に応じて建物を分類しました。 

 

図表 19.築年数に応じた延床面積の割合  

築 20年未満 

16,522㎡ 

85.4％ 

築 21年～30年 

0㎡ 

0.0％ 

築 31年～40年 

821㎡ 

4.2％ 

築 40年以上 

2,009㎡ 

10.4％ 

 

図表 20.築年数に応じた分類  

■築年数 20 年未満  

【対象建物】  

学校名  建物名  築年数  

和木こども園  園舎  1 年  

和木小学校  校舎  7 年  

和木中学校  校舎  10 年  
 

【整備計画】  

築年数 20 年代：大規模改造  

築年数 40 年代：長寿命化  

築年数 60 年代：大規模改造  

築年数 80 年   ：建替え  

■築年数 21 年～ 30 年  

【対象建物】  

学校名  建物名  築年数  

対象施設なし  

  

  

  
 

【整備計画】  

築年数 20 年代：大規模改造  

築年数 40 年代：長寿命化  

築年数 60 年代：大規模改造  

築年数 80 年   ：建替え  

■築年数 31 年～ 40 年  

【対象建物】  

学校名  建物名  築年数  

和木中学校  特別教室  35 年  
 

【整備計画】  

築年数 20 年代：大規模改造  

築年数 40 年代：長寿命化  

築年数 60 年代：大規模改造  

築年数 80 年   ：建替え  

■築年数 40 年以上  

【対象建物】  

学校名  建物名  築年数  

和木中学校  体育館  56 年  
 

【整備計画】  

築年数 20 年代：大規模改造  

築年数 40 年代：長寿命化  

築年数 60 年代：大規模改造  

築年数 80 年   ：建替え  
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長寿命化を図るためには、計画的に改修工事などを行うだけでなく、日常的・定期的

に施設の点検や清掃、情報管理を行う必要があります。 

日常的・定期的な点検により老朽化の状況を把握します。その点検結果をデータベー

ス化し、計画的に改修計画が行えるようにデータの蓄積を行い、施設の一元的な管理が

できる施設マネジメントシステムを推進していきます。 

 

図表 21.維持管理のための点検  

点検分野  項目  内容と点検方法等  期間  点検者  

日常的な 

維持管理のため 

の点検 

 

清掃  

汚れの除去及び汚防止によ

り、仕上げ材を保護し、快適
な環境に保つための作業  

 

毎日  

 

各学校  

 
 

保守  

点検結果に基づき、建築物等
の機能の回復又は危険防止
のための消耗部品の取り換
え、注油、塗装その他これら
に類する軽微な作業  

 
 

毎日  

 
 

各学校  

 

日常  
点検  

目視あるいは触るなどの簡
易的な方法により、巡回しな
がら日常的に行う点検  
機器及び整備について、異常
の有無や兆候の発見  

 
 

毎月  

 
 

各学校  

定期的な 

維持管理のため 

の点検 

自主  
点検  

機器及び設備の破損や腐食
状況を把握し、修理・修繕等
の保全計画を作成  

 
1 年  

 
各学校  

 
 
 

定期  
点検  

自主点検では確認できない
箇所や、法的に定められた箇
所に関して、専門業者により
点検、長寿命化が可能な施設
かどうかを確認  
→資格又は特別な専門的知
識を有する者が定期的に行
う点検  

 
 
 

概ね  
3 年  

 
 
 

教育  
委員会  

臨時的な 

維持管理のため 

の点検 

 

臨時  
点検  

日常、定期点検以外に行う臨
時的な点検  
→建築物等の破損、変形、腐
食、異臭他の以上の有無を調
査し、必要な措置を点検  

 
 

臨時  

 
各学校  
教育  

委員会  
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第 6 章 長寿命化によるコスト試算の比較と検証 
 

従来型の建替え中心での更新では、機能や性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝

手が悪くなって解体するパターンが多く、多額の出費を要していました。長寿命化を行

うことで、今後想定されるコストを数パターンに分けて試算し、従来型のコストと比較

することで長寿命化の実効性を検証します。 

 

図表 22.想定されるコストの比較  

パターン①   パターン②  
 

従来型の試算  

建替え周期 50 年  
 

 
長寿命化型の試算  

建替え周期 80 年  
 

 

 

 

①従来型コスト算定条件 

以下の算定条件に基づき、建替え周期 50年で行う従来型を試算します。 

 

図表 23.算定条件  

■コスト算定条件 

 更新周期 [年 ] 単価 [円 /㎡ ] 工事期間 [年 ] 

建替え  50 330,000 2 

大規模改造  20 82,500 1 

■更新費用推計手順 

・建物の大規模改造を建築後 20年で実施 

・建替えを建築後 50年で実施 

・同じ延床面積、構造の建物に建替えると想定 

・推計開始年度以前に更新周期が到来している建物は、推計開始 10 年の間に均等に

建替え費用を計上する 
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②従来型の将来更新費用試算結果 

およそ 50年で建替えを行う従来型の改修を続けた場合、今後 40年間の改修・建替え

費用は 56 億円（1.4 億円/年）と試算されました。過去の施設関連経費のおよそ 0.6 倍

となっています。 

 

図表 24.従来型の試算結果  
 

今後 40 年間  
改修費用  

 今後 40 年間  
建替え費用  

 一年あたり  
平均額  

26 億円  
 

30 億円  
 

1.4 億円  

 

 

現時点で建築時からの経過年数が 50年以上の建物については、2021年度から 2030年

度までに均等に建替えを行うと仮定しています。 
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

1.2億円/年

10年間

0.6億円/年

10年間

2.7億円/年

今後の維持・更新コスト（従来型）

40年間の総額

56億円

1.2億円/年

対象建物

1.9万㎡

5棟

40年間の平均

1.4億円/年

0.6倍

過去の

施設関連経費

2.5億円/年

 

[年度] 

[億円] 

施設整備費 建替え 大規模改造

過去の施設関連経費平均 今後40年間の平均（従来型）

長寿命化改修

今後40年間の平均（長寿命化型）
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①長寿命化型コスト算定条件 

標準的な更新周期に基づき、劣化状況調査結果で広範囲に劣化した箇所の優先的な改修

やその他老朽化状況を踏まえて、今後の更新費用を試算します。 

 

図表 25.算定条件  

■更新コスト算定条件 

 更新周期 (年 ) 単価 (円 /㎡ ) 工事期間 (年 ) 

建替え  80 330,000 2 

長寿命化改修  40 198,000 2 

大規模改造  20、 60 82,500 1 

■部位修繕算定に要する割合 

部位 
建替え費用に 

乗じる割合 

屋根・屋上 3.50% 

外壁 5.10% 

内部仕上げ 5.60% 

電気設備 4.00% 

機械設備 3.70% 
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②長寿命化型の更新費用試算結果 

建替え中心の従来型から、長寿命化型に移行していくためには、大規模改造（機能回

復）と長寿命化改修（機能向上）の計画的な実施と適切な維持管理が必要になります。 

長寿命化型の維持管理を実施し、耐用年数をおよそ 80年にした場合、今後 40年間の

更新費用は、59億円（1.5億円/年）となり、従来型の 56億円（1.4億円/年）と比べて

約 5％のコスト増になるという試算結果になりました。 

 

図表 26.長寿命化型の試算結果  
 

今後 40 年間  
長寿命化改修・  
大規模改造費用  

 
 

今後 40 年間  
建替え費用  

 
 

一年あたり  
平均額  

53 億円  
 

6.6 億円  
 

1.5 億円  
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2.3億円/年

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

1億円/年

対象建物

5棟

1.9万㎡

40年間の総額

59億円

40年間の平均

1億円/年

0.6倍

過去の

施設関連経費

2.5億円/年

 

 

[億円] 

[年度] 

施設整備費 建替え 大規模改造

過去の施設関連経費平均 今後40年間の平均（従来型）

長寿命化改修

今後40年間の平均（長寿命化型）

1.5億円/年 
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パターン①～②の試算結果はいずれも過去 5 年間の施設関連経費平均額（2.5 億円/

年）を下回る結果となりました。 

 

図表 27.更新費用推計結果  

  

条件  

今後 40 年間の
更新費用  

比較  

総額  
年間
平均  

パ
タ
ー
ン
① 

従来型  
更新周期： 50 年  

改修周期： 20 年  

56 

億円  

1.4 

億円  

施設関連経費  

0.6 倍  

パ
タ
ー
ン
② 

長寿命
化型  

更新周期： 80 年  
改修周期  
大規模改造： 20 年、 60 年  
長寿命化改修： 40 年  

59 
億円  

1.5 
億円  

施設関連経費  
0.6 倍  

パターン①  
比較：約 5％増  
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第 7 章 長寿命化改修の実施計画 
 

 

第 4章「学校施設の課題のまとめと基本方針」に基づき、実施計画を策定していきま

す。将来の児童生徒数や財政運営状況を長期的に見通すことが難しいため、実施計画の

計画期間を 10 年ごとに区切り、見直しを行いながら施設の長寿命化等を進めていきま

す。 

なお、本町で策定する実施計画の基本的な考え方は、以下の通りです。 

 

長寿命化改修及び大規模改造に関すること 

本計画の対象施設はすべて RC（鉄筋コンクリート）造り、新耐震基準であるため、第 5

章第 1節で述べたように、すべての施設において長寿命化改修及び大規模改造を行い、

目標使用年数を 80年として努めます。 

 

部位修繕に関すること 

劣化状況調査の結果、評価別に以下の対応を行います。 

A評価 今後 10年以内の長寿命化改修から修繕相当額を差引く 

B評価 - 

C評価 

今後 10年以内に部位修繕を実施 

（ただし、建替え、長寿命化改修、大規模改造を部位修繕期間内に実施す

る場合を除く。また、5年後に再度劣化状況調査を行い、修繕の必要が無

い場合は除く。） 

D評価 今後 5年以内に部位修繕を実施 
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長寿命化改修は、既存建物の構造体を使用するため、建替え時に実施する構造体の構

築工事が不要となります。また、既存建物の取壊しを行わないので、それにかかる経費

と排出される廃棄物量も縮減されるなど、建替えに比べて安価（建替えの約 6割の経費）

で、短い工事期間で実施することができます。さらに、ライフラインの更新や教育環境

の改善等を併せて実施するため、建替えと同等の環境改善を図ることができます。 

【参考】文部科学省 長寿命化改良事業 Q&A  

 

しかし、既存躯体を利用するため、間取りなどの変更に制約がかかり、計画には十分

な検討が必要です。また、耐久性が向上する工事としては、構造躯体のコンクリート中

性化対策や鉄筋の腐食対策があり、性能を向上する工事としては、省エネルギー化やバ

リアフリー化が求められます。 

 

図表 28.長寿命化改修のメリットとデメリット  

工事内容 比較  

建替え 

メリット 

・設計や施工上の制約が少ない 

・高層化や地下階の拡大が容易に可能 

→設計や施工は比較的容易 

→耐震基準、法規などについては最新のものに対応が容易 

デメリット 

・廃棄物が大量に発生する 

→既存建物の解体と廃棄に費用と時間がかかる 

→工事に時間と費用がかかる 

長寿命化 

改修 

メリット 

・工期短縮、工事費の縮減ができる 

・建物を長く有効に使い続けることができる 

・地域の実情に応じた施設のありかたを検討できる 

・建替えに比べて廃棄物が少ない 

デメリット 

・設計や施工上の規制が多い 

→柱・耐力壁などの既存躯体を利用するため間取りの変更

に制約が生じる場合がある 

→計画には十分な検討が必要 

【参考】文部科学省 長寿命化改良事業 Q&A 
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本計画における改修等の基本方針を踏まえ、改修工事等における改修内容を検討しま

す。構造体の長寿命化や内外装仕上げ等の改修、設備更新や必要な防災機能の付加など、

建物の安全性を確保します。 

機能性や快適性など、学校生活の場として必要な環境の確保・維持や、必要に応じて

社会ニーズに応じた機能付加などを図っていきます。環境や省エネ化についても、安全

性や機能性の確保と合わせて、効率的に対応が可能となる方策については、ニーズや費

用等を勘案しながら整備を進めていきます。 

 

図表 29.部位改修工事等における改修事例  

部位 改修内容 

屋根・屋上 

屋根・屋上においては、躯体や建物内部への漏水を防止し建物の劣化

を抑えるために、用途にあった防水材を使用して補修、張替えをしま

す。 

防水材の材料は、今後の共用年数や劣化状況を考慮し、塗膜防水、シ

ート防水及び屋根材等で、最も費用対効果の高いものを選定します。 

外壁・ 

内部仕上げ 

外壁及び内部においては、用途や劣化状況に応じて、躯体や仕上げの

劣化防止や落下防止のため、ひび割れ、浮き及び剥落等の劣化状況に

よって、ひび割れ補修、注入、モルタル補修、張替え、塗装塗替え等、

最も費用体効果の高いものを選定します。 

電気設備 

機械設備 

設備機器の老朽化対策では、日常点検、消耗部品の定期交換によって

故障を未然に防ぐとともに、必要に応じて物理的耐用年数の長い機器

を選定します。また、設備配管の老朽化対策では、洗浄工法、更生工

法及び更新工事等、今後の共用年数を考慮し、最も費用対効果の高い

対策工法を選定します。 
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図表 30.性能向上における改修事例  

安全・安心な施設環境を 

確保するもの 

教育環境の質的向上を 

図るもの 

地域コミュニティの 

拠点形成を図るもの 

防犯・防災機能の強化 
多様な学習形態を展開 

するための空間 
地域に開かれた学校 

快適な学習環境 ICT環境の充実 地域の防災拠点の整備 

ユニバーサルデザインの

導入 

教育ニーズに応じた 

環境整備 
― 

【引用】学校施設整備基本構想の在り方について 
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「建築物の耐久計画に関する考え方（日本建築学会）」に基づくと和木中学校体育館等が

計画期間中に長寿命化改修時期となりますが、同時期に策定を行った和木町個別施設計画

を鑑みて、第 1期実施計画（令和 3年度～令和 12年度）を作成しました。 

 

図表 31.第 1 期実施計画                 （単位：年度）  

 令和 3  令和 4  令和 5 令和 6 令和 7 令和 8 令和 9 令和 10 令和 11 令和 12 

和
木
こ
ど
も
園 

日常点検、劣化調査を行い、適宜修繕  

和
木
小
学
校 

日常点検、劣化調査を行い、適宜修繕  

和
木
中
学
校 

日常点検、劣化調査を行い、適宜修繕  
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第 8 章 長寿命化計画の継続的運用方針 
 

 

本計画を運用するにあたり、学校施設の状況や長寿命化改修履歴などをデータとして

蓄積し、確実に更新することが必要となります。情報を適切に管理し、施設の実態を把

握することで、今後の長寿命化改修内容や時期などを総合的に判断します。  
 

 

学校施設の整備・管理の所管である教育委員会

事務局が中心となって、小中学校と連携し、マネ

ジメントを行います。 

施設の長寿命化を実施するためには、学校施設

の日常点検や定期点検を行い、老朽化箇所や危険

箇所の早期発見が必要となります。 

そのためにも、職員の知識の向上や点検業務の

外部委託等の検討を行います。 

さらに、企画財政課などの関係部署との連携を

図り、予算の調整を行います。具体的な施設運営

の手法については、民間活力を施設の整備や管理

に導入する等、民間事業者等の資金やノウハウの

活用を積極的に検討していきます。 

企画総務課 

・公共施設等総合管理計画の見直し 

・予算管理 

 

教育委員会事務局 

・教育の検討、策定 

・学校施設長寿命化計画策定見直し 

・学校施設データベース管理 

 

小中学校等 

・日常的な点検実施、報告 

・修繕、更新等の要望 

 

 

本計画は、学校施設の改修や建替えの優先順位を設定するものであり、「和木町公共

施設等総合管理計画」や町全体の財政計画のなかで、年間の施設にかかる事業費を精査

していきます。 

PDCAサイクルによるフォローアップを実施し、事業の進捗状況、定期的な点検、社会

的状況を踏まえた上で 10年ごとに見直しを行います。 

Plan  【全体計画】 施設の状況を踏まえた整備計画を策定 

Do   【 実 施 】 計画に基づく維持管理や適切な改修を実施 

Check 【評価・分析】 整備による効果、整備手法を検証する 

Action【 見 直 し 】 次の計画に反映するため整理する   





 

 

   

 

和木町学校施設長寿命化計画 

令和 3年 3 月 

事務局： 和木町教育委員会事務局 

住所： 〒740-0061 

 山口県玖珂郡和木町和木 2丁目 1番 1号 

電話： 0827-53-3123 

 


